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高尾山地区では，特にゴールデンウィークや紅葉時期において，交通集中による地区内幹線道路の渋滞

や集落地区での駐車場探索のためのうろつき走行が問題となっている．また，高尾山に集中する観光需要

を，周辺地区での新たな資源開発を通じて，観光需要を時空間上で分散化することが求められる．首都大

学東京では八王子市や駐車場シェアリングサービスを提供する ICT 企業と連携して，上記の課題を一括で

解決する観光 DMO の設立を将来目標とした取り組みを開始した．その第一歩として，地域コミュニティ

ーからの協力により，駐車場事前予約システムを試行的に実施した．併せて，事前予約サービスに対する

利用意向や支払意思に関する調査を実施した．本稿では，その実施状況を報告する． 
 

     Key Words: parking reservation system, tourism destination, willingness-to-pay, on-site experiment 
 
 
1. はじめに 
 
観光庁が実施する「旅行・観光消費動向調査」によれ

ば，2015 年で宿泊旅行の 49.2%，日帰り旅行の 58.5%が

自家用車によるものである 1)．また，国土交通省が 2010
年に実施した「第 5 回全国幹線旅客純流動調査」2)では，

休日の観光目的トリップの 87%が乗用車等によるもので

あり，日本人による国内観光旅行では自動車が最も利用

されていることが理解できる． 
多くの観光地では，観光地区内に乗り入れる自動車に

起因する交通渋滞や歩行環境悪化への対応が大きな課題

となってきた．例えば世界遺産の白川郷では，2001 年

から合掌造り集落地区への自動車進入禁止措置や駐車場

事前予約システムの社会実験 3)を繰り返し実施し，集落

内で駐車場を経営する地主との長期間に渡る合意形成を

経て，201?年から集落地区への観光来訪車両の時間帯乗

入禁止措置 を実施している．一方，大分県の湯布院地

区でも白川郷と同じ趣旨の社会実験 4)が行われているが，

その後の本格実施には至っていないようである． 
本稿は，東京都の高尾山地区における新たな駐車場マ

ネジメントの試行を報告するものである．高尾山は東京

都心から近いこともあり，また 2007 年から連続でミシ

ュランガイドで三つ星認定を受ける世界的に人気のある

観光地となり，紅葉シーズンを中心に年間 300万人程度

の観光客が訪れている 5)．京王電鉄高尾線高尾山口駅が

高尾山観光の玄関口であり，同駅の日乗降客数が 2015
年度現在で約 11,000 人程度 6)であるため，大多数の観光

客は鉄道で来訪していると見てよい．しかし，2012 年

に首都圏中央連絡道の高尾山インターチェンジが設置さ

れ，自動車によるアクセス条件が大幅に改善され，自動

車による来訪者の増加が懸念される． 
八王子市による交通実態調査 7)および筆者らによる目

視調査によれば，高尾山口駅地区に 914台分の一時利用

駐車場が存在し，そのうちの 81%は高尾山口駅から徒歩

5 分圏内に位置する．ピーク時には駐車場を探索する車

両が狭隘な集落内道路に入り込み，国道 20 号沿いでは

沿道駐車場への呼び込み行為等に起因する交通渋滞が発

生するなど問題が発生している．筆者らが 2016 年のゴ

ールデンウィークや紅葉シーズンで実施した観察調査で

は，一時利用駐車場の駐車料金は 1,000 円/回が主流を占
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めていた．午前 9時にはほとんどの駐車場が満車となっ

ており，国道 20号は激しい渋滞が発生していた． 
以上の状況のため，地域コミュニティーでは観光ピー

クシーズンの交通問題が喫緊の課題として認識されてい

る．八王子市は平成 28 年 3 月に「高尾山口駅周辺地区

都市計画方針」8)を策定し，観光振興と豊かな生活環境

を調和させるまちづくりを推進することになった．この

方針に示された解決課題のうち，交通問題の解決と，地

域住民と観光事業者が行政と連携する観光振興の体制づ

くりを，本稿で提案する駐車場マネジメントシステムで

実現することが狙いである． 
 
2. 高尾山地区駐車場マネジメントのフレーム 
 
(1) たかおまちパーキング構想の概要 
高尾山口駅周辺地区都市計画方針に基づく観光まちづ

くりの狙いや取組状況については，著者の一部が既に別

稿で報告している 9)．本稿で提案する駐車場マネジメン

トは同地区の観光地マネジメントの一部分をなす．著者

の首都大学東京川原晋教授が主導する観光マネジメント

の構想を図-1に示す．端的に言えば，駐車場マネジメン

トシステムによる料金収入を，その運営経費に加えて，

地域交通の運行経費やまちづくり活動資金にも充当する

ことを目指している．駐車場マネジメントシステムに，

地域コミュニティーや観光客が愛着を持てる名称を付与

することを考え，「たかおまちパーキング」と呼ぶこと

にした．この構想を実現するためには，できるだけ多く

の駐車マスを準備して大きい料金収入を確保するととも

に，運営経費を減らすことが不可欠である．なお，「高

尾山口駅周辺地区まちづくり協議会（構想中）」がマネ

ジメント主体となるが，将来的には観光 DMO へと転換

することが期待される． 
駐車場マネジメントシステムに期待されるもう一つの

役割である「観光ピーク時の渋滞軽減」については，駐

車場の事前予約制度を徹底することで実現する．事前予

約により駐車場探索のうろつき行動を抑制するとともに，

駐車場の呼び込み行為も不要となり，予約した駐車マス

への案内・誘導システムを導入すれば誘導員を配置しな

くてもよく，貸し主も労働面でのメリットを享受できる． 
また，事前予約システムの運営経費を抑制するために，

既存の駐車場事前予約システムを活用する．駐車場シェ

アリングサービスを展開する軒先株式会社にたかおまち

パーキングへの参画を要請し，同社が展開する軒先パー

キングのWebサイトに特別にたかおまちパーキング専

用サイト(https://parking.nokisaki.com/spot/p/13201：2017年 4
月 23日閲覧)を開設した．現時点で，構想に賛同した 4
箇所の駐車場のみで運用している．また同サイトでは，

別途観光情報を掲載しているが，将来的にたかおまちパ

ーキング利用者のみが得られる付加価値の高い観光情報 

運営主体

高尾山口駅周辺地区まちづくり協議会

駐車場マネジメントシステム

たかおまちパーキング

新たな地域交通の導入

地区外駐車場への巡回バス
住民への駅アクセスバス

観光まちづくり資金の確保

歩行環境と景観の改善
交流機会・施設の整備
集客イベントの開催

資金提供 資金
補助

資金
補助

 

図-1 高尾山地区の観光地マネジメント構想（首都大

学東京川原晋提案） 
 

を掲載することで，リピーターを獲得し，付加価値分の

追加料金を取れるような展望を持っていることによる．

さらに，高尾山内だけでない周辺の観光資源情報を積極

的に提供することで，ピーク分散の役割を持たせるとと

もに，より広域での観光振興につなげることも狙ってい

る． 
 
(2) たかおまちパーキングの成立可能性の検討 
たかおまちパーキングを展開する上で，利用者・貸し

主・事業者（軒先株式会社）・地域コミュニティーのメ

リットを考える必要がある．利用者は事前予約すること

で確実に駐車マスが確保できるだけでなく，現状のよう

に，駐車場確保のために朝早く出発する必要がなくなる．

貸し主は，イールドマネジメントの考え方に基づいて，

駐車料金を支払意思額に応じて臨機応変に設定できる．

予約時にクレジットカード決済としておけば当日の料金

収受の必要はなく，先に述べたように適切な誘導システ

ムがあれば管理者が常駐する必要がない．会員のみの利

用にすれば駐車に係るトラブルが発生しても対処が容易

である．事業者は地域貢献を通じて社会的ステータスが

向上するとともに，利用者増による手数料収入増加が期

待できる．地域コミュニティーは地域内道路でのうろつ

き行動の減少による安全性向上や，駐車場待ちの抑制に

よる幹線道路の渋滞緩和のメリットを受ける．以上のよ

うに，少なくとも主要ステークホルダーの Win-Win関係

を確保できるスキームにする必要がある． 
同時に，事業としての成立可能性を検討する必要があ

る．貸し主がたかおまちパーキングに参加する場合，少

なくとも現状よりも増収にならないと参入しない．利用 
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現状の駐車料金

貸し主の追加利益

たかおまちパーキング運営経費
観光地マネジメント資金

たかおまちパーキングでの駐車料金

 
図-2 たかおまちパーキングの駐車料金の内訳 

 
者は上記のメリットを享受するために現状よりも高い駐

車場料金を支払ってもよいと考えるだろう．この料金増

加分の一部を貸し主が受け取り，残りの一部をたかおま

ちパーキング運営経費として充当し，その余りが観光地

マネジメントの資金となる（図-2）．すなわち，現状よ

りもかなり高い料金設定にしないと最低限の成立可能条

件を満たさない． 
また，図-1の観光地マネジメント構想の実現に必要な

たかおまちパーキングの駐車場マス数を見積もる必要が

ある．ここで，協議会の運営経費として年間 2,000 万円

を確保することを目標とした場合を考えてみる．仮に図

-2の観光マネジメント資金が一回駐車当たり一律 200円
であった場合，10 万回の駐車利用が必要である．駐車

マス当たり一日一回転の利用の場合は，一日平均で 274
マスが必要となり，休日数やピークを考慮すれば 1,000
台オーダーの駐車マスが必要となるだろう．高尾山口駅

地区の貸し主の全てがたかおまちパーキングに加入する

場合には十分な駐車マス数と言えるが，全てが加入する

と仮定することは容易ではなく，また観光地マネジメン

ト活動の充実化のために運営経費をより確保するために

は，地形的に追加的な駐車マスの設置が難しい以上，地

区内外で新たな発想で駐車マスを確保する必要がある． 
駐車マス確保の戦略として，①高尾山口駅徒歩圏内の

月極駐車場や戸建住宅駐車スペースの「時間帯貸し」の

活用，②送迎バス輸送可能圏内の駐車スペースの確保

（例えば大学構内やグラウンド等の活用），③京王電鉄

高尾線各駅徒歩圏内の駐車スペースの確保とパークアン

ドライドシステムの導入，が考えられる． 
さて，②の送迎バスはコミュニティーバスとしても機

能させれば地域コミュニティーへの貢献にもつながる．

一方で，巻き込み範囲の拡大は，バス輸送が必要な駐車

マスの利用料金を相対的に安くする必要があり，拡大に

つれて輸送コストが増大する．すなわち，「これ以上巻

き込むべきでない範囲」が存在する可能性がある．この

ことを簡単なモデルで考えてみたい． 
今，図-3のように，中心に全ての観光資源が集中する

観光地を考える．観光地内の単位面積当たりの駐車マス

数を a，中心地からの距離が rの位置にある一回当たり 

r

観光資源

r0

駐車場マネジメント対象範囲

徒歩圏内

バス輸送範囲

単位面積当たり
駐車マス数

a

 
図-3 駐車場マネジメントモデルの概念図 

 
駐車料金 P(r)と回転率（一日当たり利用回数）ρ(r)が距

離で低減するような下式で与えられるとする． 

 qrPrP exp0
 (1) 

brBr exp  (2) 

このとき，半径 r内に存在する全駐車マスを駐車場マネ

ジメントシステムに巻き込んだ場合の収入R(r)は， 

rqbqbr
qb

BaP

dllllPrR
r

exp11
2

2

2
0

0  (3) 

となる．一方，駐車場マネジメントシステムの運営費用

が観光地単位面積当たり D，半径 r0以上ではバス輸送費

用が単位面積当たり Eかかるとすると，運営費用 C(r)は， 

0
2

0
2

rrrED
rrDr

rC  (4) 

となる．利益を最大化する距離 r*は， 

0rCrR
dr
d  (5) 

を解いて， 

0
0

0
0

*

log1

log1

rr
ED
BaP

qb

rr
D

BaP
qbr  (6) 

が導出される．例えば，P0=3,000，B=2，a=1,000，q=0.5，
b=0.2，r0=1，D=100,000，E=1,000,000 と設定してみると，

r と収入，運営費用，利益の関係は図-4 のように示すこ

とができる．r=2.42 以上に巻き込み範囲を拡大すると利

益が減少することが分かる．実際はこのような単純なモ

デルではないものの，巻き込み範囲が広くなりすぎない

程度で財務的に持続可能かどうかを注意深く検証する必 
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図-4 駐車場マネジメントの収益計算例 

 
要があることが理解されよう． 
 
3. たかおまちパーキングの試行実験 
 

2016年の紅葉シーズン以降に，先の 4箇所の駐車場の

参画を得て，たかおまちパーキングの試行実験を行った．

先の Webページを 2016年 11月 19日に開設し，実験第

一段として 2017年 1月 30日までの利用状況を調査した．

実施状況や評価の詳細は別項 9)で紹介しているので，本

項では要点のみ記す． 
各駐車場の駐車料金の増加額は，駅前で 2,000 円，清

滝駅徒歩 5分圏で 800円，徒歩 30分圏で 500円と設定し

た．これらは事前予約に対して利用者が支払っても良い

と考える予約料と読み替えることができる．事前予告な

く Webページを開設するなど事前 PRが十分に行えなか

ったこともあり，上記期間で 33 件の利用に留まってい

るが，それにも関わらず一日当たり平均 27 人のアクセ

スで計 51 回のページビューがあり，年末年始や 1 月の

三連休でのページビューが多かったことから，今後の閲

覧・利用増に大きな期待感を持っている． 
 
4. 高尾山来訪者へのたかおまちパーキングの利

用意向調査 
 
本調査は別途の論文で報告する予定としており，詳細

はそちらに譲り，本稿ではその要点のみを記す． 
高尾山への来訪者を対象に，表-1の通りたかおまちパ

ーキングの利用意向に関する意識調査を実施した．調査

項目にあるように，自動車来訪者と公共交通来訪者で途

中の設問を分けている．自動車来訪者には，当日利用し

た駐車場の位置と料金を聞いた上で，それが事前予約制

になった場合に追加してよい予約料と，場所以外は同条

件の駐車場がバス輸送になった場合に支払っても良い予

約料と駐車料金を尋ねている．一方，公共交通来訪者に

は高尾山口駅周辺の駐車料金を仮想的に与え（各回答者

にはランダムに 1,000円，1,500円，2,000円のどれか一つ

のみを提示），それが事前に予約できるとした場合の予 

表-1 意識調査の実施状況 
日時 2016年 11月 14日(月)，20日(日)，

23日(祝)，29日(火) 
いずれも 10～15時 

場所 ケーブルカー高尾山駅周辺 
調査員 延べ 26人 
方式 調査票を用いたヒアリング 

有効回答数 462 
調査項目 A.  調査日の来訪状況 

B. 自動車来訪者への駐車場利用状

況と事前予約制駐車場の利用意

向と支払意思 
C. 公共交通来訪者への事前予約制

駐車場の利用意向と支払意思 
D.  駐車場選択要因 
E.  属性 

 
約料の支払意思額を尋ねている．各日の調査時間で早い

時間帯は相対的に（早朝に高尾山に到着していた）自動

車来訪者が多く，その後は公共交通来訪者が圧倒的に多

く，終了直前時間帯は再度自動車来訪者が増加する傾向

が見られ，結果的に自動車来訪者が 38%を占めていた． 
自動車来訪者の 81%が有料事前予約制の利用意向を持

ち，高尾山口駅周辺ではケーブルカー清滝駅への所要時

間によらず，予約料として 500円を支払っても良いと考

える傾向があった．一方，清滝駅までバス輸送がある遠

隔地駐車場の場合には，予約料の支払意思額が 250円ま

で低下することが分かった．駐車場の支払意思額も同時

に低下するため，予約料は駐車場料金の半分と考える利

用者が標準的であると考えられる． 
公共交通利用者の 47%は，事前予約制駐車場が利用可

能であれば自動車利用へ転換する希望を持っていた．予

約料の支払意思額については，仮想駐車場料金の額によ

らず 500円が半数を占めていたが，2,000円の設定では 2
割程度が 0 円，逆に 25%程度が 1,000円の予約料を提示

した．駐車料金が高くなると予約料を支払いたくないと

考える利用者と，逆に駐車料金半分くらいを予約料と考

える利用者がいるためだと考えられる． 
 

5. おわりに 
 
本稿は，高尾山地区の交通問題を解決するための，駐

車場マネジメントシステムの導入を核とした観光マネジ

メントの考え方を提示し，その試行実験の概要と駐車場

マネジメントシステムの利用意向調査の結果を報告した． 
試行実験については，清滝駅までの距離に応じて 500

～2,000 円の予約料を設定してみた．しかし，利用実績

が 33 件に留まったこともあり，実験期間中に予約料と

駐車料金を変動させることができなかった．今後は，需
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要動向に応じてこれら料金を柔軟に設定する試行実験を

行いたい． 
利用意向意識調査では，紅葉シーズンのようなピーク

時で，事前予約制により追加できる料金は 250～500 円

程度であることが分かった．しかし，オフピーク時の追

加料金に対する支払意思額はこれよりも低くなる可能性

が高い．ただ，事前予約制のメリットに対する理解や利

用経験が進めば，あるいは利用に伴う付加価値（例えば

ケーブルカーファストパスの提供）を提供できれば，高

い予約料設定が可能と考えており，これらの点も継続的

な意識調査や試行実験で明らかにしたい． 
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A STUDY ON PARKING MANAGEMENT SYSTEM IN MT. TAKAO AREA 

TOWARD DESIGNING TOURIST DESTINATION MANAGEMENT SCHEME 
 

Tetsuo SHIMIZU, Susumu KAWAHARA,  Masato INAYA, Jia Hui HE, Shono 
NAGASHIMA, Yoshifumi TAKEMOTO and Akiko NISHIURA 

 
This article reports the research project on development of reservation-based parking management sys-

tem in Mt. Takao area in order to solve traffic problems in the area. The system will be a part of tourist 
destination management scheme in order to fund to various activities on tourism promotion in the area. A 
trial experiment of the parking system was implemented from November 2016, and the initial result is re-
ported. As well, the survey on willingness-to-pay for the new parking system was conducted in Novem-
ber 2016, and summary of the result is also reported. 

第 55 回土木計画学研究発表会・講演集


